
  

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第７号 H18.2 月発行 

発行：宮城県石巻港湾事務所
〒986-0845 石巻市中島町 17 番 2 号 

          TEL0225-95-6271  
        FAX0225-95-6273

金子宮城県建設業協会石巻支部長と角田所長が熱い

握手を交わし、協定締結による今後の協力を再確認す

る。 

災害協定締結会場の様子 

  去る１２月１３日、地震等の大規模災害時に

おける応急対策業務について、建設業協会石巻支

部と協力協定を結びました。 
近い将来、高い確率で発生が予想される宮城県

沖地震や大規模な風水害などに備えるもので、救

援物資の受け入れ機能を港湾は持っているため、

万一の場合の対処に大きく前進しました。 

 今後の石巻港の利用活性化を図るため、昨 
年１０月から１２月にかけて石巻港背後に立 
地する企業７９社を対象に企業訪問（アンケー

ト）を行い、多くの企業の方にご協力をいただ

き、大変ありがとうございました。 
調査では、港湾施設の利用状況、企業の経 

営と設備投資、ポートセールス、地震・津波 
対策に関し、様々な意見要望が出されました。

取りまとめた概要を、事務所ホームページに

掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 
事務所ホームページアドレス 
http://www.pref.miyagi.jp/is-kouwan/ 

 



 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 １１月１日午前７時から、当事務所及び管内港湾施設におい

て大規模地震発生時の初動訓練（地震が発生してすぐにとるべ

き対策の訓練）を行いました。 

 訓練は、「宮城県沖を震源とするマグニチュード８．０の地

震が発生。県内各地で震度６弱以上を観測。各地で被害が発生

した。」とうい想定で行われ、当事務所職員のみならず、大規

模災害が発生した場合に当事務所に来ることになっている県

職員（機動配備職員）も参加しました。 

 訓練の内容は次のとおりですが、初動期訓練とはいえ初めて

の訓練のため、安否情報や登庁確認漏れ。ＧＰＳ付き携帯電話

の操作の不慣れによる現場からの報告遅れ。また、防災機器（無

線機）の整備をはじめ、飲食料の確保、道路や橋梁の損壊の場

合の登庁問題、さらに休日や勤務時間外発生時の対応など、反

省点が多々見受けられました。 

今後は、今回の訓練を契機に情報伝達の重要性に鑑み、職員

個々人の役割を再認識し、機器類の整備と種々の改善に努める

必要があります。 

１ 訓練日時  平成１７年１１月１日午前７時から１１時３０分
２ 訓練場所  石巻港湾事務所及び管内港湾施設 
３ 参 加 者  専従配備要員（１１名・当事務所職員） 
        機動配備要員（ １名・他事務所職員） 
        非常配備要員（ ５名・他事務所機動配備要員） 
           計   １９名  
４．地震発生（想定） 
 宮城県沖（東松島市沿岸）を震源とするマグニチュード８．０地震発生、県内各地で震
度６弱以上を観測、各地で被害が発生し、石巻・東松島市の両市は甚大な被害が発生。な
お、古川管内、仙台管内は震度５強と想定。 
５．訓練内容 ①通常勤務時間帯・勤務時間外の双方を想定 
       ②専従配備要員と機動配備要員との連携（当事務所配備員含む） 
       ③災害伝言ダイヤルの利用による事務所職員の安否情報の確認 
       ④防災行政無線、ＧＰＳ携帯電話の動作確認 

 

平成１７年１０月１６日の港湾感謝祭の会場としてみなさまに

お披露目させていただいた雲雀野中央埠頭に、平成１８年１月３０

日貨物船が接岸しました。当日は穏やかな天候の中で木材の荷卸し

作業が行われ、新たな岸壁利用がスタートしました。 

 平成１８年に入ってからは２隻目の接岸となり、今後活発な利用

を期待しております。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：隻）

    １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月   

外航船 48 50 62 50 67 48   

内航船 546 470 479 445 454 414   Ｈ１６年 

計 594 520 541 495 521 462   

外航船 43 47 56 42 40 58   

内航船 513 431 465 443 445 369   Ｈ１７年 

計 556 478 521 485 485 427   

外航船 89.6% 94.0% 90.3% 84.0% 59.7% 120.8%   

内航船 94.0% 91.7% 97.1% 99.6% 98.0% 89.1%   対前年比 

計 93.6% 91.9% 96.3% 98.0% 93.1% 92.4%   

    ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計 

外航船 50 46 44 59 43 39 606

内航船 538 546 561 638 554 545 6,190 Ｈ１６年 

計 588 592 605 697 597 584 6,796 

外航船 41 47 45 51 55 41 566 

内航船 528 528 549 603 532 506 5,912 Ｈ１７年 

計 569 575 594 654 587 547 6,478 

外航船 82.0% 102.2% 102.3% 86.4% 127.9% 105.1% 93.4%

内航船 98.1% 96.7% 97.9% 94.5% 96.0% 92.8% 95.5%対前年比 

計 96.8% 97.1% 98.2% 93.8% 98.3% 93.7% 95.3%

１２月８日（木）石巻警察署交通課交通指導

統括係長を招き、安全運転講習会を開催しまし

た。 
当事務所職員全員がマイカー通勤であり、又

職務遂行上、車を運転する機会が多い事から、

安全運転の高揚に資するため、職場研修の一環

として行いました。 
講習内容は、最近発生した事故の事例や場

所、特徴等を質疑方式で分かりやすく説明を受

けましたが、あっという間に３０

分の時間が過ぎてしまい、職員か

ら再講習のリクエストがあ

っ       りました。 

雲雀野地区に現在整備中の雲雀野西

埠頭（仮称）―１０ｍ岸壁が平成１８

年度竣功予定です。背後地の工業用地

と極めて関わりが強いことから、魅力

ある岸壁の実現に向け工務班はもとよ

り事務所全職員が一丸となって取り組

んでいます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 宮城県石巻港湾事務所 
〒986-0845 石巻市中島町 17 番 2 号 
TEL0225-95-6271              
FAX0225-95-6273 
   E-mail    iskown@pref.miyagi.jp 
当所のホームページでも、いろいろな情報を

掲載しておりますので、是非そちらもご覧く

ださい。 
ホームページ  
http://www.pref.miyagi.jp/is-kouwan/ 

最近の主な出来事 
・１１月１２日 石巻市合併記念式典 
・１１月２２日 知事と部課長・地方公所長 

合同会議  
        地方港湾審議会 
・１１月２９日 石巻港整備利用促進に係る 

中央要望 
・１２月 １日 雲雀野地区南防波堤現地見学会

・１２月 ２日 石巻地区船舶津波台風対策 
協議会総会 

・ １月１８日 石巻地方政策調整会議 
・ １月２５日 宮城県土木部長来所 
 

石巻地域にもインフルエンザ警報が

出されております。 

 健康管理に十分注意をし、忙しくなる

年度末を乗り切りましょう。 

今後の行事予定 
・ ２月 ２日 第３回土木部課長・公所長会議 

（県庁） 
・ ２月 ６日 外郭係留施設パトロール 

（石巻港内） 
・ ２月 ７日 東松島市第１回防災会議（市役所）

・ ２月 ９日 定期監査（事務所） 
・ ２月１４日 石巻港長周期動揺低減システム 

検討会（仙台）

・ ２月２１日 （社）宮城県石巻港植物検疫協会

通常総会（石巻市内） 
・ ２月２３日 石巻地区労働災害防止会議合同 

パトロール（管内）

１１月２８日（月）事務所職員を対象に心肺蘇生に必要

な「ＡＣＬＳ講習会」を開催しました。講師として石巻地

区消防本部の救急救命士など３名を招き、心臓マッサージ

や人工呼吸等、心肺蘇生に必要な一連の技術と手法を学び

ました。人形を使用しての訓練では、最初戸惑いもありま 
したが、最後まで真剣にな

って正しい手順を学びま

した。 
来年度以降も継続して

開催したいと思います 


